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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥TAMAHIYOディレクトリ
に収録しています。

¥HYPERVEGA2
今回のサンプル

★

✓
今月のお題

今月は、前回作成したフォーム

に、ユーザーが操作するための機能

を組み込みます。

Visual Basic .NETには、コント

ロールと呼ばれる部品が数多く用

意されています。これらの部品に

は、Windowsやアプリケーション

でおなじみのボタンやリストボック

ス、チェックボックスなどが揃って

います。

ユーザーとの対話機能やデータ

の表示など、自分が組み込みたい

機能をコントロールの中から選ん

でフォームに配置します。

ただし、コントロールを組み込ん

だだけでは動作しません。必ず、処

理を実行するためのコードを書い

てあげないといけません。

そこで、今月はフォームにコント

ロールを組み込んで、ユーザーの操

作を受け付けるようにし、そのため

の処理をコードで記述します。

プログラムの内
容を決めておく

サンプルプログラム「ハイパー占

い・ベガ」は、ユーザーが血液型を

選んでボタンを押すと、今日の占

いが表示されるようにします。そこ

で、プログラムの動作を次のように

整理してみました。

①血液型をリスト表示し、ユーザ

ーがマウスで選べるようにする

②占うかどうかは、ボタンを押して

決めてもらう

③占いの内容はあらかじめ何項目

か作成しておき、コンピュータに

よってランダムに選択し表示す

る

この動作内容に沿って、コント

ロールの配置やコードの設計を考

えてゆきます。

ハイパー占い・ベガを作る－その2－
コントロールとコードの組み込み

瀬戸 遥
SETO, Haruka
http://www.big.or.jp/ ̃ seto/

http://hp.vector.co.jp/authors/VA006682/
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コントロールの選択

では、プログラムの動作に見合ったコントロールを選

びましょう。

●血液型のリスト表示

まず血液型のリスト表示ですが、これは2つのコント

ロールが候補に挙げられます。ひとつはListBoxコント

ロール。もうひとつはComboBoxコントロールです。

コントロールの名前だけ聞くと「何それ？」ですが、

この2つのコントロールはWindowsやアプリケーション

でずいぶん使われている、いわば定番コントロールです。

ListBoxコントロールは、データをリスト状に一覧表

示し、その中からひとつだけユーザーに選んでもらうコ

ントロールです。ComboBoxコントロールも、ListBox

コントロールと同様に選択候補を一覧表示し、その中か

らユーザーにひとつ選んでもらうコントロールですが、

ListBoxコントロールと異なり、通常リストの一覧はた

たまれています。そしてコントロールの［▼］ボタンを

押すと候補一覧がドロップダウンして表示されるように

なっています（図1）。

ListBoxコントロールは、候補一覧が一目でわかりま

すが、その分フォーム内のスペースをとってしまいます。

ComboBoxコントロールは、［▼］ボタンを押さないと

候補一覧を見ることができないので、その分フォーム内

の消費スペースが少なくてすみます。

どちらを使うかは、作りたいフォームのデザインによ

って決めていただいてかまいませんが、今回は、Combo

Boxコントロールのドロップダウンリスト機能を使って、

血液型一覧を表示し、ユーザーに選択してもらうことに

します。

あわせて、ComboBoxコントロールの周囲に枠を付け

て、血液型を選ぶところを強調するようにデザインしま

す。これには「GroupBox」というコントロールを使用

します。GroupBoxコントロールは、複数のコントロー

ルをひとつにまとめてグループ化する機能を持ったコン

トロールですが、フォーム内を枠で仕切り、コントロー

ルを整理して表示するために使うこともできます。

●占う？　それともやめる？

これは、ユーザーにボタンを押してもらうことにしま

しょう。コントロールは、「Button」コントロールを使い

ます。このコントロールも、Windowsやアプリケーショ

ンですっかりおなじみです。というか、このコントロー

ルなしではプログラムは成り立たないといっても過言で

はない、必須のコントロールと言えます。

ハイパー占い・ベガを作る－その2－
コントロールとコードの組み込み

図1：データをリスト状に一覧表示するListBox（左） ボタンを押すとリストが表示されるComboBox（右）




